
２００９年４月 1 日 

“国際化学オリンピック” 日本代表が決定！！ 
～世界の俊英と競い合えるようさらなる研鑽へ～ 

 
「夢・化学-２１」委員会 

日本化学会化学教育協議会 

 

毎年１回、世界中の高校生が集まって化学の実力を競い合う「国際化学オリンピック」。今年７月に行われる

第４１回イギリス・ケンブリッジ大会に参加する、日本代表生徒がこのほど、最終選抜試験を経て正式に決定 

いたしました。日本代表に選ばれたのは以下の４名です。 

  

 永澤 彩（えいざわ あや） 白陵高等学校 ３年 

      遠藤 健一（えんどう けんいち） 栄光学園高等学校 ２年 

 小澤 直也（おざわ なおや） 駒場東邦高等学校 ３年 

 中條 淳博（なかじょう あつひろ） 東大寺学園高等学校 ３年 

〔注〕 学年は２００９年４月１日現在の学年（新学年）で表示 

 

日本代表生徒の選出は日本化学会化学教育協議会の化学グランプリ・オリンピック委員会が行っています。

化学グランプリ・オリンピック委員会では、昨年９月に「全国高校化学グランプリ２００８」の成績優秀者２０名  

及び日本化学会化学教育協議会支部から推薦を受けた者２名の計２２名を日本代表候補として認定しました

（いずれも当時１・２年生）。本年１月６日に第１回選抜試験（筆記）を実施し、２２名の中から成績上位者９名を

“日本代表最終候補”としました。そして３月２６日（木）～２８日（土）に、日本代表最終候補９名が参加する合同

合宿を東京農工大学他で行い、実際のオリンピックを想定した４時間におよぶ筆記試験とやはり４時間に   

およぶ実験試験による最終選抜試験を実施し、成績上位者４名を日本代表として決定しました。 

 

第４１回国際化学オリンピック（イギリス・ケンブリッジ大会）は、７月１８日（土）から２７日（月）まで、イギリス

のケンブリッジおよびオックスフォードで開催されます。大会では世界約７０カ国から２８０人ほどの優秀な高校

生が一堂に集まり、筆記試験と実験試験で化学の実力を競い合うほか、様々なレクリエーションを通して生徒  

同士の国際交流を深めていきます。なお、日本代表に選ばれた４人は、大会までの期間、自主トレーニングを

継続しながら化学グランプリ・オリンピック委員会の関係者らによる特別指導を受け、さらに研鑽を積んで   

いきます。４月２５日（土）、２６日（日）には名古屋工業大学（名古屋市昭和区御器所町）で、実際の実験試験を

想定した“実験訓練合宿”が行われる等、今後も様々なトレーニングプログラムが予定されています。 

 

◆第４１回国際化学オリンピックの主なスケジュール◆  於：イギリス（ケンブリッジ・オックスフォード） 

 ７月１８日（土） ケンブリッジ到着＆参加登録 

 ７月１９日（日） 開会式＆歓迎会 

 ７月２１日（火） 実験試験（５時間） 

 ７月２３日（木） 筆記試験（５時間） 

 ７月２６日（日） 閉会式（成績発表） 

 ７月２７日（月） ケンブリッジ出発 

※上記以外の日は、エクスカーション（遠足等のイベント）やイギリス文化体験などが行われます。 

 

 

◆この件に関するお問い合わせ先◆  

日本化学会／冨樫、遠藤        TEL 03-3292-6164／FAX 03-3292-6318 

「夢・化学-２１」委員会事務局（日本化学工業協会内）／青山    TEL 03-3297-2555／FAX 03-3297-2615 

ホームページ 国際化学オリンピック（http://icho.csj.jp/） 夢化学 21（ｈｔｔｐ://www.kagaku21.net/） 



＜参考資料＞ 

◆オリンピック日本代表生徒◆                        ※学年は２００９年４月１日現在 

氏名 学校名 学年 

永澤 彩 （えいざわ あや） 白陵高等学校 （兵庫県） ３年 

遠藤 健一 （えんどう けんいち） 栄光学園高等学校 （神奈川県） ２年 

小澤 直也 （おざわ なおや） 駒場東邦高等学校 （東京都） ３年 

中條 淳博 （なかじょう あつひろ） 東大寺学園高等学校 （奈良県） ３年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【国際化学オリンピック（IＣhO＝International Chemistry Olympiad）とは】 

１９６８年に東欧３カ国（ハンガリー、旧チェコスロバキア、ポーランド）が始めた高校生の化学の学力試験
から発展した、１年に１度開催される「化学」の国際大会。１９８４年にアメリカ合衆国が参加して以来急激に
参加国が増え、近年では約７０カ国、２８０名の高校生が出場。日本は２００３年のアテネ大会より参加してい
ます。 

大会は、毎年７月に１０日間開かれ、それぞれ５時間に及ぶ実験問題（Experimental Examination）と筆記
問題（Theoretical Examination）が出題され個人戦として競われます。成績優秀者には金メダル（参加者の 
１割）、銀メダル（同２割）、銅メダル（同３割）がそれぞれ贈られます。 

 

【日本代表のこれまでの成績】 

  金 銀 銅 

２００３年 ギリシャ・アテネ大会 ０ ０ ２ 

２００４年 ドイツ・キール大会 １ ０ ３ 

２００５年 台湾・台北大会 ０ １ ３ 

２００６年 韓国・慶山大会 １ ３ ０ 

２００７年 ロシア・モスクワ大会 ０ ０ ４ 

２００８年 ハンガリー・ブダペスト大会 ０ ０ ４ 

 

【日本代表の写真の件】 

日本代表の写真につきましては、次のメールアドレスにメールをいただくか日本化学会（03-3292-6164）ﾍ 
お電話いただければ、折り返し送付いたします。 

grand-prix@chemistry.or.jp 

右から、小澤 直也（おざわ なおや）くん、遠藤 健一（えんどう けんいち）くん、 

永澤 彩（えいざわ あや）さん、中條 淳博（なかじょう あつひろ）くん。 


